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豊
田
公
民
館
で
は
、
春
休
み

期
間
中
の
豊
田
地
域
の
小
学
生

が
、「
勉
強
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
一
日
を
有

意
義
に
過
ご
せ
る
場
所
」
と
し

て
、
３
月
20
日
（
火
）
に
、「
春

休
み
１
日
子
ど
も
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
春
休
み
期
間

中
の
ほ
か
、
夏
休
み
期
間
中
に

も
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
５

回
目
と
な
り
ま
す
が
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
参
加
す
る
小
学
生

の
数
も
増
え
、
今
回
の
教
室
に

は
、
30
名
以
上
の
小
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
教
室
の
内
容
も
、
教
師
Ｏ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
や
食
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の

み
な
さ
ん
の
「
積
極
的
な
協
力

と
創
意
工
夫
」
に
よ
り
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
充
実
が
図
ら
れ

て
お
り
、
主
催
者
と
し
て
大
変

嬉
し
く
、
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

春休み１日子ども教室

【
午
前
中
の
勉
強
の
時
間
】

【
午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】
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　「
ア
イ
コ
美
術
工
藝
社
」
は
、
彫

刻
家
の
相
子
恭
平
さ
ん
�
と
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
染
色
家
の
靖
子
さ
ん
�
夫
妻

の
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
。
群
馬
県
出
身

の
恭
平
さ
ん
と
埼
玉
県
出
身
の
靖
子

さ
ん
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
を

修
了
後
、
結
婚
。
移
住
を
視
野
に
創

作
活
動
の
場
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

縁
が
あ
っ
て
旅
行
で
訪
れ
た
北
信
州

に
惹
か
れ
、
２
０
１
５
年
春
に
中
野
市
に

移
住
。
最
初
の
約
10
ヶ
月
を
草
間
で
過
ご

し
た
後
、
空
き
家
だ
っ
た
岩
井
の
木
造
平

屋
に
引
っ
越
し
。
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
と
し

て
自
ら
改
修
作
業
を
し
な
が
ら
二
人
で
も

の
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

ア
イ
コ
美
術
工
藝
社

飯
山
駅
、
道
の
駅
千
曲
川
等
で
手
ぬ
ぐ
い
を
販
売
中
。

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
雪
あ
か
り
に
て

開
催
中
の
夫
婦
二
人
展
「
野
を
こ
え
山
こ
え
展
」
は

５
／
８
㈫
ま
で
。
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新
井
区
は
、
平
岡
地
区
の
南
端
に

あ
る
戸
数
250
戸
ほ
ど
の
集
落
で
志
賀

高
原
、
高
社
山
、
北
信
五
岳
を
一
望

で
き
る
平
坦
で
生
活
し
易
い
地
形
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
１
月
７
日
に
子
ど
も
達
を

集
め
「
ま
ゆ
玉
づ
く
り
」
を
行
い
、

13
日
「
ど
ん
ど
焼
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
昨
年
、
新
井
神

社
の
社
殿
が
焼
失
し
、
少
し

寂
し
い
「
ど
ん
ど
焼
」
と
な

り
ま
し
た
。

　
分
館
で
は
、
そ
ん
な
寂
し

さ
を
吹
き
飛
ば
せ
る
よ
う

「
区
民
親
睦
バ
ス
ツ
ア
ー
」

「
子
供
納
涼
会
」「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」「
敬
老
会
」「
文
化
祭
」

な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
区

民
の
み
な
さ
ん
に
元
気
を
出

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。

　
近
年
、
新
井
区
に
は
ア
パ

ー
ト
が
増
え
、
転
入
さ
れ
て

く
る
方
も
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
転
入
さ
れ
た
方
も
含
め
、
区

民
全
員
が
老
若
男
女
問
わ
ず
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
分
館
活
動
に
心
が
け
、

風
通
し
の
良
い
地
域
づ
く
り
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
分
館
長
　
藤
沢
由
紀
夫
）

新
井
分
館

こ
ん
に
ち
は

　
新
井
は
、
中
野
扇
状
地
扇
央
に
位

置
し
て
い
る
。
村
が
生
ま
れ
た
頃

か
ら
自
村
用
の
堰せ

き

が
な
く
、
地

下
水
位
も
低
か
っ
た
の
で
水
に

は
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
農
業
は
古
く
か
ら
畑
作

が
中
心
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
初

期
の
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）、

畑
が
約
五
十
九
町
歩
、
水
田
が

約
三
町
歩
、
畑
率
は
九
五
％
で

あ
る
。

　
新
井
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

自
村
専
用
の
堰
は
悲
願
だ
っ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
、
志
賀

高
原
一
之
瀬
に
水
源
を
求
め
、

夜
間
瀬
川
に
流
入
さ
せ
る
為か

わ

替せ

水み
ず

に
よ
っ
て
松
崎
か
ら
新
堰

を
開
削
し
よ
う
と
計
画
し
た
が
、

明
治
九
年
に
断
念
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
新
井
の
村

人
が
土
地
柄
を
生
か
し
て
始
め

た
の
が
ホ
ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
、

箒ほ
う
き

を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ウ
キ
モ

ロ
コ
シ
は
イ
ネ
科
の
一
年
草
で
、
耐

干
性
が
強
い
。
五
月
末
か
ら
六
月
上

旬
に
種
を
ま
き
、
九
月
下
旬
か
ら
十

月
上
旬
に
刈
り
取
っ
て
干
し
、
穂
の

実
を
と
っ
て
箒
を
製
作
し
た
。

　
　
こ
の
箒
作
り
は
江
戸
時
代

後
期
に
始
ま
り
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
に
は
二
〇
〇
本

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
の
後
、

冬
季
の
副
業
に
適
し
て
い
た
の

で
生
産
は
増
え
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）
に
は
二
万
本

を
数
え
て
い
る
。
同
年
、
新
井

箒
製
造
販
売
組
合
が
設
立
さ
れ
、

七
十
七
人
が
加
入
し
た
。

　
昭
和
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
農
家
が
箒
作
り
に
た
ず
さ
わ

り
、
十
年
代
に
は
五
万
本
以
上

も
生
産
、「
新
井
箒
」
と
し
て
好

評
だ
っ
た
。
だ
が
戦
時
中
、
作

付
統
制
令
に
よ
っ
て
箒
作
り
は

制
限
さ
れ
た
。

　
戦
後
、
箒
作
り
は
か
な
り
復

活
す
る
。
だ
が
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
頃
か
ら
冬
季
の
副

業
と
し
て
よ
り
収
益
性
の
高
い
エ
ノ

キ
茸
栽
培
を
す
る
農
家
が
増
え
、
箒

作
り
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

　
　
　
　
　（
徳
永
　
泰
男
）

箒
ほうき

作りがさかんだった新井

ふ
る
さ
と
の
歴
史

子どもたちは上手に「まゆ玉」を作りました

分
館
分
館
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今月の伝言板

講　座　名 日　時 場  所 講　師 備　　　考

中　
　

央　
　

公　
　

民　
　

館

ルーシーダットン講座
（内容）タイ式ヨガです。
体の硬い方でも比較的無理
なく参加でき、早く代謝が
あがります。

６月７日（第１･３木）
から７回
午後７時30分～８時30分

中央公民館
210体育室 内田　貴子先生 

＜定　員＞20名
＜受講料＞無料
＜材料費＞無料
＜申込み＞５月17日㈭～
＜持ち物＞運動出来る支度、水分
補給出来るもの、タオル、ヨガマット

初心者の陶芸講座
（内容）カップなどの作品
を作ります。窯詰め・窯出
しも体験してみましょう。

６月13日（毎週水曜日）
から10回
午後７時～９時

中央公民館
110講習室 布施　綾子先生 

＜定　員＞16名
＜受講料＞無料
＜材料費＞2,000円
＜申込み＞５月21日㈪～
＜その他＞材料費を添えて講座の
10日前までにお申込み下さい。

はじめての抹茶講座
（内容）正座が苦手な方でも
大丈夫！立

りゅうれい

礼という椅子を使
ったお点

て ま え

前もやります。

６月14日（第２･４木）
から15回
午後７時～９時

中央公民館
208・209和室 市川　久子 先生

＜定　員＞10名
＜受講料＞無料
＜材料費＞4,000円
＜申込み＞５月21日㈪～
＜その他＞材料費を添えて講座の
10日前までにお申込み下さい。

家庭教育学級
楽しんで子育て
（内容）子育てについての
講演、おしゃべり会、料理
実習、ストレッチなど。

６月14日㈭～12月上旬
（全10回予定）
午前10時～11時30分

中央公民館
301講堂
　　ほか

テーマごとの講師
が担当

＜対　象＞育児中の方、これから
育児をされる方
＜定　員＞30名
＜受講料＞無料
＜材料費＞1,000円
＜申込み＞５月７日㈪～
＜その他＞材料費を添えてお申込
み下さい。

らくらくスマートフォン
体験教室
～らくらくスマートフォン
の基礎知識・操作等につい
て学びます～

６月15日㈮
午後１時～３時

中央公民館
205教室

ドコモショップ
中野店

＜定　員＞10名（先着順）
※ただしスマートフォンをお持ち
でない方に限ります。
＜受講料＞無料
＜持ち物＞スマートフォンはお貸
しします。
＜申込み＞５月７日㈪～

北 
部 
公 
民 

館

親子体験教室
あるある探検隊

（内容）みんなで作って、
味わって！親子で豊かな田
舎暮らしを体験します。

第１回　田植え
　　　　  （５月19日㈯）
第２回　笹もちづくり
　　　　  （６月23日㈯）
第３回　稲刈り（９月）
第４回　稲こき（10月）
第５回　干し柿づくり
　　　　　　　 （11月）
第６回　ものづくり・
やしょうまづくり（１月）

（全６回　毎回土曜日）

・赤岩区内の
　田んぼ
・北部公民館 赤岩M21の皆さん

＜定　員＞残り15組
＜対　象＞市内小学生親子
＜受講料＞子ども１名につき300円

（年間保険料ほか）
＜申込み＞随時受付中
＜その他＞詳しい日程は申込み
後、随時お知らせします。全講座
に参加された隊員には皆勤賞を、
５回以上参加された隊員には精勤
賞を進呈します。

西
部
公
民
館

リラックスヨーガ
　　　　（第1期） ６月12日・６月26日・

７月10日
（全３回・毎回火曜日）
午前10時～正午

西部公民館 黒岩あずさ 先生

＜対　象＞成人女性
＜定　員＞20名程度
＜受講料＞無料
＜持ち物＞動きやすい服装、水分
補給用の飲み物、汗ふきタオル、
ヨガマットもしくはバスタオル

豊  

田  

公  

民  

館

家庭教育学級
「笑顔で子育て」
（内容）親子で一緒にスキン
シップ！手あそびやパラシュ
ートあそびで楽しみましょう。

５月23日、６月20日、
７月18日（※毎回水曜、午
前10時30分～午前11時30
分。日本間は午後１時まで
開放します。）

豊田公民館 笑顔で子育て応援
隊のみなさん

＜対　象＞未就園児と保護者の方
＜定　員＞15組程度
＜受講料＞無　料
＜持ち物＞飲み物
＜申込み＞随時受付中。都合の良
い日のみの参加もOKです。

ふるさとの寺巡り
「ふるさと散策会」
（内容）住職の案内で南永
江地区を散策し、さくら茶会
のみなさんに、お抹茶を点
てていただきます。

５月26日㈯
午前９時30分
　　　～午前11時30分

集合：高野辰
之記念館
解散：円満寺

円満寺住職
鳥羽　法祐 さん
さくら茶会のみな
さん

＜定　員＞20名
＜参加費＞無　料
＜持ち物＞雨具、飲み物
＜申込み＞随時受付中

■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922
公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/

市内
小学生親子
大募集中！
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文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

未
発
表
で
最
近
の
写
真
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

限
り
ま
す

4

4

4

4

。

　
氏
名
、住
所
、連
絡
先
、作
品
名
、撮
影
場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
　   

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号 

　
　
　
☎
22

－

２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.nagano.jp

宛
先
中
央
公
民
館

花
と
季
節
の
写
真
募
集

383-
0025

桜満開／夜間瀬川堤防（徳永モシン）

境内のしだれ桜／
一本木稲向太元神社（畔）

社の桜／竹原（宮澤　聰)

アルプス雪の下／江部（江部丸)瞬き／中野市立図書館 (ゆもとかずえ)

ふじリンゴをついばむ鳥さん／岩船（ロックシップ)
クロッカスが開く時／柳沢（福笑）


